
平成30年7月27日～29日

7月27日（1日目） 9:30みなみまちcadoccoで受付

受付時間の前から続々と子供たちが集まり、ワクワクが止まらない様子。



10:40 フェリーに乗って、いざ大島へ！

約25分で大島・浦の浜に到着。キャンプ場をめざして！レッツ・ゴー



キャンプ場に到着。早速、持参したお弁当を食べて、
開講式までの時間を、それぞれ自由に過ごす。



13:00 合同開講式 第7回ドリームキャンプ気仙沼大島、これより開会。



140人が使うキャンプの資材、大量です。

急なプログラム変更にも柔軟な対応で、
キャンプを支えてくれる頼もしい本部隊の皆さん。



初日の夕食はビュッフェ形式の楽しい食事。
本部隊がまとめて調理を担当しました。



エッグ隊は、小学校１年生から３年生
（隊員30名、スタッフ17名、合計47名）



ネスト隊は、小学校4年生から6年生
（隊員37名、スタッフ15名、合計52名）



ジュニア隊は、中学１年生から３年生
（隊員13名、スタッフ11名、合計24名）



1日目の夕食（野外でビュッフェ）
わいわい、もりもり、お替りして、楽しい夕食！



恒例のキャンプファイヤー。
2日目の夜が雨の予報だったため、急遽1日目の夜に変更して行った。
はじめて会う子供たちも、おかげでみんな一気に仲良くなった。



ネスト隊、ジュニア隊は野外炊飯を実施。
2日目の朝食（フレンチトースト）、夕食（カレー）を作った。

みんな手際がよく、まき割りも火起こしも上手に出来た。
もちろん、出来上がりのご飯の味は格別でした。



去年は雨であきらめた海水浴も、今年はなんとか泳ぐことが出来た。
海の水はちょっと冷たかったけど、みんな楽しく遊んだね。



エッグ隊：47名 ネスト隊：52名

ジュニア隊：24名 本部隊：17名

総勢：140名の第7回ドリームキャンプ気仙沼大島メンバー



ジュニア隊の中学3年生は、今年で隊員を卒業。
来年は高校生リーダーとして、子供達を引っ張って行ってくれるでしょう。

3日間のキャンプを終えて、紫神社前商店街に帰着。
お家の方や、商店街の方々が子ども達の帰りを待っていてくれました。

子供たちの成長、家族との再会に、心が温かくなる瞬間です。



第7回ドリームキャンプ気仙沼大島にご支援くださった方々

大塚商会
「ﾊｰﾄﾌﾙ基金復興応援ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ」

村中様（写真右側）

キリン福祉財団
「キリン・地域のちから応援事業」

山形様（写真左側）

熊の出没の警戒パトロールを強化して下さいました
気仙沼大島駐在所長の安部さん、ありがとうございました。

ご支援・ご視察、ありがとうございました。

スタッフ一同、心より御礼申し上げます。
誠にありがとうございました。



第7回ドリームキャンプ気仙沼大島

＜スタッフ＞

総隊長 阪本 正雄

エッグ隊

ネスト隊

隊長 大江 靖
総Ｌ 溝口 直樹
総Ｌ 小口 育久子
ＣＰ 高畑 裕在
ＣＭ 伊藤 智子
ＣＭ 柳 希嘉子
ＣＰ 大桐 武弘

班付 犬塚 真子
班付 奥田 ゆかり
班付 秋山 真輝
班付 津島 柊香
班付 畠山 蒼彩

班付 三浦 麻李
班付 菅原 瑛士
班付 薊 正行
班付 鈴木 一監
班付 山田 和輝

隊長 奥原 幹雄
総Ｌ 入田 大
ＭＤ 若松 登
ＣＭ 河合 由布子

班付 菱田 正樹
班付 鈴木 春伽
班付 伊藤 福高
班付 平塚 友菜
班付 鹿野 仁史

班付 鈴木 蒼彩
班付 佐藤 響佳
班付 原田 博史
班付 中畑 香々菜
班付 小野寺夏妃
班付 牟田 衆平

ジュニア隊 隊長 田中 真人
総Ｌ 楠木 信浩
ＣＭ 竹田 智穂子

班付 高田 紘衣
班付 高野 幸信
班付 小口 祐弘
ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ 武蔵 健

本 部 隊 隊長 藤原 眞久
総Ｌ 橋本 敏廣
総Ｌ 板東 諭史
特命 入田 央

炊事 奥原 美紀子
炊事 橋本 好子
炊事 南保 邦亮
炊事 臼井 純子
炊事 高橋 悦子
炊事 木村 つる子
炊事 宝本 夢子

炊事/資材 木澤 文夫
炊事/資材 中嶋 宏樹
記録カメラ 延原 優樹
資材 後藤 拡行
資材 ニュートン

＜運営＞

主 催
ドリームキャンプ実行委員会

後 援
みなみまちcadocco、金光ボランティア会、一般社団法人ひかりプロジェクト

助 成
キリン福祉財団、大塚商会ハートフル基金

ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ 守山 行宏
ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ 井上 智
ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ 松岡 龍也
ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ 住田 美穂


